
山
形
県
鉄
筋
工
事
業
組
合

山
形
県
鉄
筋
工
事
業
組
合

組組
合合
紹紹
介介

　

山
形
県
は
東
北
地
方
で
は
岩
手
県
の
次
に

広
い
面
積
を
持
っ
て
お
り
、
大
き
な
山
々
で

囲
ま
れ
た
盆
地
で
あ
り
ま
す
。
宮
城
県
と
は

奥
羽
山
脈
の
蔵
王
山
、福
島
県
と
は
吾
妻
山
、

新
潟
県
と
は
飯
豊
山
、
秋
田
県
と
は
鳥
海
山

に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
山
形
県
内
で

は
月
山
を
境
と
し
、
内
陸
地
方
と
庄
内
地
方

に
別
れ
て
お
り
ま
す
。
山
形
県
鉄
筋
工
事
業

組
合
は
約
十
五
年
前
ま
で
山
形
県
全
体
の
組

織
で
あ
り
ま
し
た
が
、
内
陸
地
方
と
庄
名
地

方
で
二
分
す
る
事
に
な
り
、
今
は
別
々
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
全
国
鉄
筋
工
事
業
協
会
に

入
会
し
た
の
は
内
陸
地
方
の
十
五
社
で
す

が
、
庄
内
地
方
に
も
十
二
社
あ
り
、
今
後
は

県
全
体
の
組
織
に
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
山

形
県
は
多
く
の
山
々
が
観
光
の
名
所
と
な
っ

て
お
り
、
米
沢
の
天
元
台
、
上
山
の
蔵
王
、

夏
ス
キ
ー
も
楽
し
め
る
西
川
町
の
月
山
と
ス

キ
ー
を
す
る
方
に
は
天
国
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
他
に
も
か
の
有
名
な
俳

人
松
尾
芭
蕉
が
詠
ん
だ
「
閑
か
さ
や
岩
に
し

み
入
る
蝉
の
声
」
で
も
知
ら
れ
る
東
北
を
代

表
す
る
天
空
の
古
刹
、
山
寺
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
山
形
県
は
果
物
の
栽
培
も
盛
ん
で
、
中

で
も
サ
ク
ラ
ン
ボ
は
有
名
で
赤
い
ダ
イ
ヤ
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
山
形
の
秋
の
風
物

詩
と
い
え
ば
美
味
し
さ
も
ス
ケ
ー
ル
も
日
本

一
の
芋
煮
会
、
直
径
六
メ
ー
ト
ル
の
大
鍋
で

重
機
を
使
い
三
万
食
を
作
る
芋
煮
は
圧
巻
で

す
。
冬
は
周
り
が
山
々
と
い
う
事
で
積
雪
量

も
多
く
、
ひ
と
冬
で
七
メ
ー
ト
ル
も
積
も
る

温
泉
場
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
為
冬
は
建
設
工

事
が
出
来
な
く
な
り
、
出
稼
ぎ
に
頼
る
事
が

多
か
っ
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は

技
術
も
向
上
し
冬
で
も
工
事
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
山
形
も

人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
後
継
者
の

い
な
い
会
社
の
廃
業
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま

す
。
組
合
員
同
士
交
流
を
深
め
な
が
ら
難
局

を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
全
国
鉄
筋
工
事
業
協
会
の
皆
様
の
経
験

や
情
報
を
お
聞
き
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
今
後
と
も
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
副
会
長
を
拝
命
受
賜
り
ま
し
た
株

式
会
社
宮
村
鉄
筋
工
業
の
宮
村
博
良
で
す
。
大

変
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

近
年
、
我
々
建
設
業
界
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
人
手
不
足

は
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
職
人
の
高
齢
化
に
加
え
若
年
層
の
入
職
者
数
は
低
調
で
、

技
術
継
承
が
進
ん
で
い
な
い
こ
の
現
状
は
早
急
に
対
処
す
べ
き
問
題
で
す
。

　

入
職
者
の
福
利
厚
生
制
度
の
完
全
加
入
と
賃
金
向
上
の
改
善
が
人
材
不
足
解
消
の
要
で
あ
る

と
私
は
声
を
大
に
し
て
言
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
職
人
の
モ
ノ
づ
く
り
が
適
正
価
格
で
評
価
さ

れ
る
か
ら
こ
そ
入
職
者
が
技
に
打
ち
込
め
る
よ
う
な
、安
定
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　

こ
の
業
界
の
将
来
の
た
め
に
、
職
人
が
入
職
し
や
す
く
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
な

労
働
環
境
の
整
備
、
後
継
者
を
育
成
す
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
を
岩
田
会
長
体
制
の
も
と
、
副

会
長
と
し
て
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

宮村博良
　

こ
の
度
、
副
会
長
と
い
う
大
役
を
拝
命
致
し

ま
し
た
、
飯
島
鉄
筋
工
業
株
式
会
社
の
飯
島
勉

で
す
。
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、
責

任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

日
本
の
鉄
筋
工
事
業
の
歴
史
は
ま
だ
ま
だ
130

年
程
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
震
の
多
い
我
が
国
で
は
、
そ
の
浅
い
歴
史
の
中
で
も
、
高
度
成

長
等
も
有
り
様
々
な
建
造
物
が
Ｒ
Ｃ
造
で
出
来
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
鉄
筋
は
そ
れ
に
欠

か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、新
し
い
施
工
方
法
が
出
な
い
限
り
今
後
も
続
い
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

最
近
、
元
請
よ
り
、
私
達
鉄
筋
工
事
業
者
に
は
、
安
全
・
品
質
は
も
と
よ
り
、
熟
達
し
た
作
業

能
力
、
豊
富
な
知
識
、
現
場
を
効
率
的
に
ま
と
め
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
等
、
色
々
と
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
に
対
し
、
こ
こ
数
年
、
私
た
ち
の
業
界
も
若
い
担
い
手
の
確
保
が

難
し
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
10
年
後
、
20
年
後
に
は
現
場
の
施
工
管
理
、
図
面
を
読
み
取
れ
る

職
長
が
不
足
し
て
し
ま
う
の
で
は
と
危
惧
し
て
お
り
ま
す
。
や
は
り
、
今
や
る
べ
き
事
は
、
現

場
で
働
い
て
頂
い
て
い
る
職
人
さ
ん
達
の
処
遇
を
改
善
す
る
、
ま
た
、
若
い
人
達
に
こ
の
も
の

つ
く
り
の
仕
事
に
魅
力
を
持
っ
て
貰
え
る
よ
う
に
す
る
為
、
先
ず
は
賃
金
を
上
げ
る
事
が
最
重

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
誠
心
誠
意
務
め
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

副
会
長
就
任
挨
拶

副
会
長
就
任
挨
拶

飯島　勉

令
和
五
年 

春
の
褒
章　

授
章
者

叙
勲  

旭
日
双
光
章

田
村
　
定
弘
　
様

　
（
公
社
）全
国
鉄
筋
工
事
業
協
会

�

元
常
任
理
事

　

新
潟
県
鉄
筋
業
協
同
組
合�

元
理
事
長

　

株
式
会
社�

田
村
工
務
店�

元
会
長

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

私たちは、技能に優れた鉄筋工事企業集団として、社会に貢献します。

Vol.

季刊誌パワー 発行所：公益社団法人 全国鉄筋工事業協会　〒101-0046｠千代田区神田多町２丁目９番６号田中ビル４階　　　　　　　　　　 TEL 03-5577-5959　FAX 03-3252-9170 SUMMER 2023

74
〔令和５年７月20日発行〕



第第
1212
回回（
通
期
第

（
通
期
第
3838
回
）
回
）
社
員
総
会

社
員
総
会

令
和
５
年
６
月
９
日
（
金
）
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
東
京

Ａ
．
令
和
5
年
度
功
労
者
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
公
益
社
団
法
人 

全
国
鉄
筋
工
事
業
協
会
会
長
賞
）

氏　
　

名

会　

員　

名

会
員
役
職

所
属
会
社
/
役
職

中
銭　
　

敬

北
海
道
鉄
筋
業
協
同
組
合

副
理
事
長

㈱
中
銭
鉄
筋
工
業　

代
表
取
締
役

小
椋　

靖
晃

群
馬
県
鉄
筋
工
業
組
合

専
務
理
事

㈱
小
椋
工
業　

代
表
取
締
役

塗
木　

賢
治

東
京
都
鉄
筋
業
協
同
組
合

副
理
事
長

永
和
産
業
㈱　

代
表
取
締
役

早
川
謙
太
郎

協
同
組
合
東
京
鉄
筋
工
業
協
会

副
理
事
長

㈱
日
新
鉄
筋　

代
表
取
締
役

兼
松　

昌
男

関
西
鉄
筋
工
業
協
同
組
合

副
理
事
長

兼
松
工
業
㈱　

代
表
取
締
役（

敬
称
略
）

B
．
議　
案

第
１
号
議
案　

令
和
4
年
度
事
業
報
告
、
並
び
に
会
計
決
算
報
告　

承
認
の
件

第
２
号
議
案　

令
和
5
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
書　

承
認
の
件

第
３
号
議
案　

役
員
の
改
選　

承
認
の
件

C
．
第
2
回　
理
事
会

第
１
号
議
案　

幹
部
役
員
の
選
定　

承
認
の
件

第
２
号
議
案　

業
務
執
行
理
事
（
事
業
委
員
長
）
の
選
定　

承
認
の
件

D
．
講　
演　
30
分

「
建
設
業
技
能
労
働
者
の
処
遇
改
善
に
向
け
て
」

　

講　
　

師　

国
土
交
通
省�

不
動
産
・
建
設
経
済
局�

建
設
業
課

入
札
制
度
企
画
指
導
室
長　

児
玉　

和
久　

様

公益社団法人 全国鉄筋工事業協会 役員（令和５年６月９日理事会決議）
（敬称略）

役　職 氏　名 団体名 会社名
会　　長 岩 田 正 吾 関 西 正栄工業㈱
副 会 長 新 妻 尚 祐 東鉄協 新妻鋼業㈱
副 会 長 飯 島　　 勉 愛 知 飯島鉄筋工業㈱
副 会 長 宮 村 博 良 福 岡 ㈱宮村鉄筋工業
専務理事 小　寺　洋志裕 石 川 ㈱コデラ
常務理事 熊 谷 誠 一 北海道 丸正誠伸興業㈱
常任理事 岑　　 直 樹 宮 城 松永鉄筋工業㈱
常任理事 飛 田 良 樹 鉄工協 飛田鉄筋工業㈱
常任理事 國 井　　 均 静 岡 ㈱芳和建設工業
常任理事 樋 脇　　 毅 千 葉 高千穂鉄筋㈱
常任理事 山 本 信 二 愛 媛 ㈱山鐵
理　　事 菅 井 文 明 会員外 （職）全国建設産業教育訓練協会
理　　事 蟹 澤 宏 剛 会員外 芝浦工業大学建築学部建築学科
理　　事 中 川 六 雄 関 西 ㈱中鉄
理　　事 松 本 浩 樹 会員外 東陽建設工機㈱
理　　事 井手口　　　勉 佐 賀 ㈱井手鉃筋
理　　事 神 田 幸 夫 新 潟 神田鉄筋工業㈱
理　　事 根 本 勝 則 福 島 ㈲根本錦鉄筋工業所
理　　事 柳 澤 庄 一 会員外 （一社）建設産業専門団体連合会
理　　事 古 澤 英 樹 福 岡 ㈱マルショー鉄筋工業
理　　事 清 水 敬 央 愛 知 ㈱アイテツ
理　　事 坂 本 竜 二 広 島 ㈱坂本工業
理　　事 工 藤 桂 一 神奈川 ㈱イー・ケー・エス
理　　事 竹 光 勇 人 岡 山 ㈲竹光建設工業
監　　事 田 村 一 夫 岩 手 ㈲田村鉄筋工業
監　　事 田 中　　 毅 関 西 ㈱関西スチールフォーム

日刊建設工業新聞2023年6月13日

建
設
通
信
新
聞

２
０
２
３
年
6
月
12
日

理　

事

（
副
会
長
）

篠
森　

義
晴

福
岡
県
鉄
筋
事
業
協
同
組
合　

理
事
相
談
役

㈱
清
進
工
業　

代
表
取
締
役

理　

事

（
副
会
長
）

武
田　

美
治

香
川
県
鉄
筋
業
協
同
組
合　

理
事
長

武
田
建
設
㈱　

代
表
取
締
役
会
長

理　

事

宮
本
ゆ
り
子

山
口
県
鉄
筋
工
業
協
同
組
合　

理
事
長

宮
本
工
業
㈱　

代
表
取
締
役

監　

事

小
田
桐　

健

神
奈
川
県
鉄
筋
業
協
同
組
合　

理
事
相
談
役

㈱
ス
チ
ー
ル
・
ワ
ン　

代
表
取
締
役

（
敬
称
略
）

ご
退
任
役
員

業
界
発
展
に
全
鉄
筋
の
役
員
と
し
て
、

　

長
き
に
わ
た
る
多
大
な
ご
貢
献
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
　

お
疲
れ
様
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（2）　　　　　  （公社）全国鉄筋工事業協会2023年（令和５）７月20日



各地区広報活動報告
青森県鉄筋業協同組合青年部

沖縄県鉄筋事業協同組合青年部会

令和５年度 国土交通大臣表彰

　今回で投稿が２回目となります、青森県鉄筋業協同組合青年部会長
を務めさせていただいております㈲佐藤鉄筋興業の佐藤幸治です。
　まずは、2022年全国鉄筋工事業協会青年部全国連絡会議東北八戸大
会へご参加いただきました皆様、また、開催に向けてご尽力いただき
ました役員の皆様、東北同志の事務局の方々にも、この場をお借りし
て御礼申し上げます。誠にありがとうございました。
　さて、青森県では連絡会議でもお伝えした通り鉄筋業の２代目、３
代目の若者が鉄筋業界へ入職してきており青年部としての活動もでき
るようになってきました。
　今回は2022年に青森県立八戸工業高等学校で行った出前講座の様子
を御報告いたします。
　１年生の建築家を対象にした出前講座で、コロナ禍ということもあ
り１グループ８人から９人で１日目３時間で①基礎知識、２日目３時
間で②組立施工を計４班で８日間にわたってしてもらいました。生徒
からの感想は「鉄筋の認識はあったが組立する専門職があることを初
めて知った」・「組み立て体験が楽しかった」・「学校で受けている授業
の知識だけではなく見たり体験できたのが良かった」など、ありがた

　令和４年度２月に沖縄県鉄筋事業協同組合が一本化しましたので、
新しく青年部会を作り現在16名で活動しています。
　活動内容としまして毎月第４水曜日に定例会で活動内容の確認、報
告事項の伝達等しています。
　力を入れているのが若年層の確保に関する活動です、工業高校への
出前講座は楽しく鉄筋について知ってもらえるように、指導にも思い
をこめています。
　年８回の出前講座を計画し活動しています、写真は今年５月に沖縄
工業での出前講座の様子になります。
　今後もより一層、沖縄県青年部一致団結し意欲的に活動していきた
いと思っておりますのでよろしくお願いいたします。

　群馬県鉄筋工業組合が創立50周年を迎え、2023年
６月23日、高崎市内のホテルで記念祝賀会が開催さ
れ、関係者約110名が祝った。
　磯理事長は「若い世代に対し、魅力的で働きやすい
職場環境の提供が必要であること。そして、コンクリー
トで見えなくなる鉄筋と同じように、我々も見えない努
力で社会を支える使命を果たしていきたい」とこれか
らの50年に向けたあいさつを行った。また、歴代理事
長３名に対し、感謝状の授与が行われた。

い感想を頂き、近い将来、生徒たちの就職先の一つとして鉄筋業が選
択肢の中に入っていればいいなぁと感じました。
　どの業界も人手不足が叫ばれ、私たちの業界はさらに人員確保が困
難な状況の今、このような地道なPRがいつか実となり業界発展の一
路になってくれればと想いを馳せながら今後も鉄筋業界の広報活動を
続けていきたいと感じています。

新妻　尚祐　様
（公社）全国鉄筋工事業協会

副会長
東京都鉄筋業協同組合

理事長
新妻鋼業㈱ 代表取締役社長

宮村　博良　様
（公社）全国鉄筋工事業協会

副会長
福岡県鉄筋事業協同組合

　理事長
㈱宮村鉄筋工業 代表取締役社長

飛田　良樹　様
（公社）全国鉄筋工事業協会

常任理事
協同組合東京鉄筋工業協会

理事長
飛田鉄筋工業㈱ 代表取締役社長

國井　　均　様
（公社）全国鉄筋工事業協会

常任理事
静岡県鉄筋業協同組合

理事長
㈱芳和建設工業 代表取締役社長

中川　六雄　様
（公社）全国鉄筋工事業協会

理事
関西鉄筋工業協同組合

副理事長
㈱中鉄� 代表取締役社長

群馬県鉄筋工業組合 創立50周年創立50周年

　　　　　  （公社）全国鉄筋工事業協会（3） 2023年（令和５）７月20日
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最
近
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
不
具
合

が
各
社
報
道
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
時
に

は
い
ろ
い
ろ
な
不
具
合
は
つ
き
も
の
で

す
。
全
鉄
筋
で
考
え
る
な
ら
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
や

企
業
評
価
、
Ｍ
Ｓ
Ｉ
も
未
だ
理
解
が
進
ん

で
い
な
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
恩
恵
は

「
会
員
全
て
の
利
益
に
な
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
い
う
考
え
は
共
通
の
認
識
だ

と
思
い
ま
す
が
、
内
容
を
よ
く
理
解
し
未

来
を
描
け
る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
浸
透
し

な
い
と
い
う
の
で
は
、
時
代
の
変
化
に
対

応
が
出
来
な
い
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
し
ま

い
ま
す
。
先
ず
は
理
解
し
て
い
る
方
や
、

想
像
力
の
豊
か
な
方
が
理
解
を
促
し
、
賛

同
を
得
ら
れ
る
説
明
等
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。各
地
域
ご
と
に
特
徴
が
あ
っ
た
り
、

文
化
も
異
な
り
ま
す
か
ら
様
々
な
考
え
方

や
、
意
見
も
あ
る
と
思
い
ま
が
、
各
所
で

導
入
説
明
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
是
非

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
少
し
で
も
前
進

し
て
い
く
事
に
期
待
し
ま
す
。
シ
ス
テ
ム

の
導
入
が
進
め
ば
次
は
運
用
と
な
り
ま

す
。
こ
こ
か
ら
シ
ス
テ
ム
自
体
を
よ
り
良

い
も
の
に
変
え
て
い
く
作
業
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
全
会
員
で
知
恵
を
出
し
合
え
ば
皆

様
が
期
待
し
て
い
た
と
お
り
に
な
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。
そ
の
先
は
こ
の
業
界
が

ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
見
定
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。�

松
本　

勝

T a k u y a  Y a m a o k a

山岡卓也さん

全鉄筋季刊誌「POWER」に
関するアンケート結果について

Q9その他、POWERに対する質問や要望があれば、 ご記入ください。
◦各会社社長インタビュー （2）　◦各県の単価や労務状況 （2）　◦コンクリート構造物、鉄筋工事に関する
講演会情報　◦外国人に対する情報が欲しい　◦各組合が全国に向けて発信したいこと発信する機会　◦業
界の時事ニュースや景気情勢についてのコラム　◦発行回数を増やす　◦発行回数を減らす　◦週休2日に
向けての取組や問題点　◦組合員お得情報　◦組合員の顔が見える記事　◦POWERの有料化　◦電子媒体
化　◦鉄筋工の若手にも分かる、興味のあるような内容

Q1季刊誌POWERを読んでいただけていますか?
【読んでいない理由について】
◦POWERの存在を知らない。（11）
◦POWERの存在は知っているが、会社で見かけない。（2）
◦ゆっくり読む時間がない。（2）
◦あまり興味がない。（1）

【その他の意見】
◦どちらで入手できますか?
◦今後、購読したいと思います。
◦全鉄筋のHPを見ても季刊誌に関するリンクやページが
　ない為、目に触れやすくした方が良いと思う。

Q5現在POWERは年3回発行されています。発行頻度はどのくら
いが良いですか?

Q6今後発行されるPOWERの媒体はどれが良いですか?

Q7POWERの中で興味深かったもの、面白かったもの、役に立った
と思ったものはどれですか? 選択ください。

トップページ（総会報告や女性活躍など）
組合紹介（各地組合の紹介）

全鉄筋年間行事や登録期間技能者講習予定
褒章関係

各地域の広報活動報告（出前講座など）
トピックス（法改正や青年部連絡会の報告など）

編集後記
賛助会員の広告

その他

Q2POWERをどのくらい読了していただけていますか?
【読了に関する理由について】
◦時間が少ない(24)
◦興味ある記事がない(18)
◦文字が多い(16) 
 ◦写真が少ない(7)

【その他の意見】
◦全部見た(16) 
◦興味のある記事は読んでいる。(5)
◦情報収集のため。(4) 
◦参考になるから(2)
◦楽しいから。(1)
◦女性鉄筋工の記事を読みたかったから。(1)

Q4POWERの満足度をお答えください。

不満足 満足

Q3POWERを読んでいらっしゃる方をすべて選択
ください。

会社の代表や役員クラス
会社の管理職クラス

会社の社員（現場、加工場、運搬、事務問わず）
協力会社の代表や職人

事務所に掲示して誰でも読めるようになっている
事務局
その他

　全国から114件の回答を頂きました。お忙しい中、ご回答いただき、本当にありがとうございます。
　今回の回答で、POWERの存在自体を知らない方が多くいらっしゃることがわかりました。紙媒体のみで
あると、情報がどこかで滞る可能性があることがわかりました。また、お読みいただいている会員さんの半
数は、すべてに目を通していただけていることもわかりました。
　POWERの満足度評価では、「３」以上の評価をしていただいた方が93%でした。高評価をいただいたこ
とに甘んじることなく、これからも皆様のご意見を参考に、さらに良いものができるよう頑張っていきます。

アンケート

Q8今後POWERで取り上げてもらいたい特集があれば、 
ご記入ください。

◦先端技術、新工法、技術的な情報（9）　◦社会情勢や法改正（インボイス、時間外規制、
働き方改革含む）（8）　◦単価アップ策（4）　◦技能実習生等の外国人労働者について（3）　
◦採用関係（3）　◦組合運営（3）　◦職人の仕事にフォーカス（2）　◦各地区、各団体の
情報（2）　◦人材育成（1）　◦会社紹介（1）
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、
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で
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わ
れ
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日
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4
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国
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岡
専

務
に
優
勝
そ
の
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

Q
　
会
社
の
概
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。
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業
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を
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え
ま
し
た
。
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、
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技
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、
1
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あ
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。
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。
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岡
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イ
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岡
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。
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回
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。
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。
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収
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ボ
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た
だ
会
社
、
北
海
道
の
組
合
、
全
国
の
組
合
か
ら
お

祝
金
を
頂
き
ま
し
た
。

（4）　　　　　  （公社）全国鉄筋工事業協会2023年（令和５）７月20日


